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県土整備部

着手
※１
再評価 完成

【事業の目的】
　・離合困難箇所（幅員狭小、線形不良）の解消
　・安全で円滑な交通の確保

【事業効果の発現状況】
　幅員狭小、線形不良区間を改良したことで、走行速度が改善され円滑な交通が確保
された。
　時間短縮効果
　　　　　 改良前 L=1,700m 走行速度20km/h　所要時間 約5分
　　　 　　改良後 L=  930m 走行速度40km/h　所要時間 約1分
　異常気象時通行止実績

【事業による環境の変化や環境保全】
　当該区間の改良は橋梁（2橋）や直壁の路側構造物を設置しており、既存の地形改
変を最小限にとどめ、環境保全への配慮を図った。

【施設の維持管理状況】
　適正に維持管理されており、道路管理上の問題は無い。

【今後の事業評価の必要性】
　当該区間の整備により、安全で円滑な交通が確保されるとともに、小原集落の孤立
化不安の解消など、効果を発現しており、更なる事後評価の必要性はないものと考え
られる。

【改善措置の必要性】
　当該区間の整備により、安全で円滑な交通が確保されるとともに、集落の孤立化不
安の解消が図られており、今後の改善措置の必要性はないものと考えられる。

【同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性】
　特になし。
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事後評価の結果　※２ 総合評価

※１ 再評価の実施年度については、直近のものを記載すること。

※２ 事後評価の際には、出来る限り客観的な数値を記載すること。

通行止件数

H15～H24 H25～H27

0
10

(予防規制)

※H25～H27は予防規制も含めて通行止件数はゼロとなった。
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